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資料３ 事故等の報告に基づく行政指導と主な改善報告 

担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容 

中国 

運輸局 

西日本旅客鉄道

株式会社安全統

括管理者 

鉄道部長 

 

 

 

H28.5.30 宇野線（岡山駅～大元駅間）と交差す

る新幹線橋りょうの塗装工事現場に仮

設された足場材が建築限界を支障して

いたため、貨物列車と接触してパンタグ

ラフ等が損傷したことにより、宇野線等

が長時間にわたり運転を見合わせ、利用

者に多大な影響を及ぼした。 

前年にも東海道線で工事用足場倒壊

事象を発生させており、この事象との関

係や工事の施工管理など背後要因を含

め原因を究明し、再発防止の措置を講じ

ること。 

講じた措置等については、文書により

速やかに報告すること。 

H28.6.20 

 

・建築限界と仮設物との離隔寸法等の確認の

徹底 

・事故防止・着工準備会における輸送障害防

止のために必要な項目に対するリスクの

洗い出し状況及びその低減策の確認 

・安全パトロールによる安全対策の実施状況

の確認及び指導の実施 

・足場仮設作業における手順毎のリスク及び

その低減策の明確化、建築限界との位置確

認の具体的手段の明確化、並びに明確化し

た対策の確実な履行 

九州 

運輸局 

 

 

 

 

 

 

長崎電気軌道株

式会社代表取締

役社長 

 

運輸局長 

 

 

 

 

 

 

H28.6.3 桜町支線諏訪神社前停留場～公会堂

前停留場間の公会堂前交差点において、

6月2日に車両脱線事故が発生した。当

該交差点においては平成19年5月19日、

5月24日及び平成27年10月11日に発

生した車両脱線事故の再発防止対策を

実施していたにもかかわらず、再び車両

脱線事故が発生した。 

平成27年10月 11日の事故及び今回

の事故の原因については、現在、運輸安

全委員会において調査中であるが、貴社

においても改めて徹底した原因究明を

行うとともに、これまでに講じてきた対

策の検証を含めて再発防止対策を検討

し、必要な措置を講じて、安全輸送の確

保に万全を期すこと。 

講じた措置等については、文書により

速やかに報告すること。 

H29.1.13 

(中間報告) 

・当該交差点における軌道の曲線を緩やかな

線形に変更するとともに、交差点全体の縦

横勾配を極力均一にする方向で安全性を

向上 

・当該交差点における分岐器の設計を見直

し、新たに製作した分岐器を敷設 

・当該分岐器及び類似箇所における点検巡視

作業の強化 

・軌道保守検査及び分岐器測定検査で限界値

の離脱を発見した場合の補修作業の早期

化 
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容 

関東 

運輸局 

①東日本旅客鉄

道株式会社安全

統括管理者 

 

②東日本旅客鉄

道株式会社保線

担当課長 

①鉄道部

長 

 

②技術第

一課長 

 

 

 

 

 

 

 

①H28.6.6 

 

②H28.6.29 

① 6月6日、常磐線北松戸駅～松戸駅

間において、線路閉鎖に係る手続きを

失念する極めて初歩的なミスによる

ものと推定される、列車と資機材運搬

台車が衝突する事案が発生した。 

平成26年2月にも京浜東北線にお

いて本事案と同様の手続きのミスに

よる列車脱線事故が発生しているこ

とから、当該列車脱線事故を踏まえた

再発防止策と今回の事案との関係を

検証した上で、本事案の原因と今後の

再発防止策について検討し、必要な措

置を講じること。 

講じた措置等については、文書によ

り速やかに報告すること。 

 

② 6月26日、中央線長坂駅～小渕沢駅

間の軌道工事の準備作業において予

定された工事施工区間の外に工事用

照明器具を配置したことから、線路閉

鎖解除前に行った跡確認で当該器具

が残っていることに気付かず、線路閉

鎖解除を行い、列車が当該器具と接触

する事象が発生した。 

6月6日にも常磐線において線路閉

鎖に係る手続きを失念したことによ

る列車と資機材運搬台車とが衝突す

る事案が発生したため、再発防止等を

講じる旨の指導を行ったところ。 

中央線の事象を踏まえた措置につ

いても常磐線の事象に対する報告に

追記すること。 

H28.8.10 ・線路閉鎖の手続きに使用するハンディターミナ

ル1台あたりの登録件数を超える線路閉鎖件数

の場合、線閉責任者が容易に着手状況を確認で

きるよう線路閉鎖の内容を一覧で示した総括

表等を活用 

・線路閉鎖着手時に線閉責任者と軌道工事管理者

等が行うダブルチェックの手順に、線路閉鎖の

全件数及び着手済み件数の状況の相互確認（母

数管理）を追加 

・ヒューマンエラーがあることを念頭において意

識を込めて線路閉鎖着手時のダブルチェック

を行うよう指導 

・現場点呼後の計画変更は原則実施しないことと

し、列車の遅れ等、やむを得ず計画変更を行う

場合は、再度点呼を実施する等打合せを行った

上で作業を実施することを徹底 

四国 

運輸局 

伊予鉄道株式会

社安全統括管理

者 

鉄道部長 H28.8.27 城南線警察署前停留場～上一万停留

場間において、乗客２名の負傷を伴う車

両衝突事故が発生した。 

事故の原因について事故の背後要因

を含め詳細に調査するとともに、事故発

生時の連絡体制も再検証し再発防止の

対策を講じること。 

 講じた措置等については、文書によ

り速やかに報告すること。 

H28.9.23 

 

・点呼時に全乗務員に対し、事故概要について周

知 

・事故時の映像を部内で公開し、事故の状況を全

乗務員で共有 

・運輸事業本部長名の警告文を発令し、追従運転

時の確認喚呼の徹底を通達 

・緊急監督会議を開催し、事故発生時の映像の検

証結果から具体的な再発防止対策を協議する

とともに、重大事故発生時に安易な判断により

運転再開しないことを再徹底 

・内規に定める追従運転時に一旦停止した時の車

両間距離の確保について、遵守状況を車内及び

路上からの監視により確認 

・実設訓練として、車庫線において追従時の確認

喚呼を実践させ、速度と距離感覚を再教育 
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担当局 発出先 発出者 通 知 指導内容 報 告 主な改善報告内容 

近畿 

運輸局 

紀州鉄道株式会

社代表取締役社

長 

鉄道部長 H29.1.24 紀州鉄道線御坊駅～学門駅間におい

て列車脱線事故が発生した。 

脱線の原因については、現在運輸安全

委員会において調査中であるが、再度こ

のような事故が発生することがないよ

う、脱線箇所を含む全線の点検等を実施

し必要な対策を早急に講じること。 

講じた措置等については、文書により

速やかに報告すること。 

H29.2.21 ・脱線事故現場付近について、まくら木交換、

軌道整正、脱線防止レールの修正及びレー

ル継ぎ目部（角折れ）の修正を実施 

・脱線事故現場付近以外については、点検を

実施し、必要な箇所について、まくら木の

交換及び軌道整正等を実施 

・軌道管理体制を強化し、適切な施設管理を

実施 

中国 

運輸局 

西日本旅客鉄道

株式会社安全統

括管理者 

鉄道部長 H29.2.13 山陽線糸崎駅構内において保守作業

中に列車見張員が貨物列車に衝撃し死

亡する鉄道人身障害事故が発生した。同

様な事故が発生しないよう早急に原因

を究明し、再発防止を図るための措置を

講じること。 

講じた措置等については、文書により

速やかに報告すること。 

H29.3.16 ・当該事故の周知及び注意喚起 

・線路内従事員へ触車防止に係る再教育を実

施 

・隣接線路への接近防止として、列車見張員

の配置位置について明確化 

 


